
 

2023年 3月 6日 

各  位 

A b a l a n c e 株 式 会 社 

代 表 取 締 役 社 長 光 行 康 明 

（コード番号 3856 東証スタンダード） 

問合せ先：執行役員 IR 広報室長兼経営企画室長  堀 内 信 之 

電 話 ： 0 3 - 6 8 1 0 - 3 0 2 8 （ 代 表 ） 

 

日本経済新聞社主催「脱炭素シンポジウム」における登壇のお知らせ 

 

パリ協定等を契機に、近年、環境問題に対する危機感が世界的に高まっていることを受けて、

社会課題に積極的に取り組む企業への ESG 投資が活発化する等、脱炭素社会の実現に向けた

気候変動対応は、各企業に共通した必須事項となっております。 

日本国内においても、2050 年カーボンニュートラルが宣言され、昨今、企業・団体等のカーボン

ニュートラル推進活動が加速していますが、カーボンニュートラルの達成に向けては CO2 排出量

の把握と情報開示が不可欠となっております。 

こうした状況において、当社グループといたしましては、気候変動等の環境問題対策や脱炭素

社会の推進は社会的な使命であるとの認識に立ち、日本経済新聞社が 2050年のカーボンニュー

トラル実現を目指すため立ち上げた「NIKKEI脱炭素プロジェクト」に賛同し、*2022年度「NIKKEI脱

炭素プロジェクト」に参画しております。 

 今般、当社代表取締役社長の光行康明が、「脱炭素社会実現に向けた当社の取組み」と題し、

脱炭素社会に向けた当社の具体的な取り組み、次なる一手について、事例を交えながら解説い

たします。 

  

                            記 

1. 開 催 日：   2023年 3月 14日（火）15:50～16:20予定 

2. 講演タイトル：  「脱炭素社会実現に向けた当社の取り組み」 

3. 会   場：    日経ホール(東京都千代田区大手町 1-3-7 日経ビル 3階) 

同時オンライン開催 

※参加申し込み、お問い合わせは下記からお願いいたします。 

下記より事前のお申込み（無料）が必要です。 

  https://events.nikkei.co.jp/56542/ 

問い合わせ先: 「NIKKEI脱炭素プロジェクト シンポジウム」事務局 E-mail： info-cz@nex.nikkei.co.jp 

 

*2022 年度「NIKKEI脱炭素プロジェクト」に参画企業 

  日本コカ・コーラ、三井住友海上火災保険、王子ホールディングス、三浦工業、 

ボストン コンサルディング グループ、大和証券グループ、みずほフィナンシャルグループ、日本ガイ

シ、三井不動産、EY Japan、九州電力、JERA、Abalance 

 

以 上 


